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⑴　これまでの子どもたちの学び
本題材は、今年度の１年生の子どもたちにとって保

健分野との初めての出会いになる。保健分野と体育分
野の教科で願う学びは同じであるため、これまで体育
分野で大切にしてきた学びをもとに授業を行っていき
たいと考えている。ここからは、今年度の体育分野に
おける子どもたちの学びを紹介する。体育分野では、
新体力テスト実施後の振り返りの中で、「なんで、ソフ
トボール投げじゃなくてハンドボール投げなのか。ソ
フトボールならもっと上手に飛ばせるのに」という子
どもたちからの素朴な疑問が出た。それを授業者は「同
じ投げる動きなのに、ソフトボールだと飛んで、なぜ
ハンドボールだと飛ばないのだろう」という実感から
生まれた問いとしてとらえ、「どのようなボールの飛び
方が理想なのだろう」と問い返した。すると、子ども
たちは以下のように答えた。

・ まっすぐ飛んでいくこと。
・ すっぽ抜けずに飛ばせること。
・ 曲がったり、変な回転がかかったりしないこと
・ ねらったところに投げられること。 など

子どもたちは、「なぜ、まっすぐに飛ばしたいと思っ
ているのに、ボールは曲がってしまうのか」という問
いを共有し、ボールが曲がってしまう事象の不思議に
目を向け始めた。子どもたちは、問いに対して、これ
までの経験や知識を根拠に「手の向きによって変化す
るだろう」「腕の振り方の角度によって変わるのではな
いか」と自分たちで考え始めた仮説に沿って検証を行っ
た（図１）。子どもたちは、仮説と検証結果から「な
ぜ、ボールが曲がってしまうのか」について考察し、
自分なりに「ボールが曲がるとはどういうことなのか」

についての考えをまとめていった。一連の仮説や検証
を通して、子どもたちのボールを投げることに対して
の見方や考え方が広がり、これまでの知識が更新され
ていた。このようにこれまでの知識や技能に対して、
自ら問い返すことを積み上げていく授業を大切にした
いと考えている。

ハンドボール投げの授業では、子どもの素朴な疑問
がきっかけとなり、子どもたちはそれを、追求するこ
とができた。しかしこれまでは、子どもたちから素朴
な疑問が出たとしても、知識として教えるべき内容で
あると考え、授業者が説明するという形で、授業を進
めてしまった。このことにより、子どもたちが主体的
に考える機会を奪ってきてしまっていた。また、子ど
もたちの素朴な疑問に対して「どうしたらできるのだ
ろうか」という視点から解決方法や対処方法を求めさ
せてしまうと、運動そのものを高めるための授業とな
り、考える力を高めるための授業とは異なることが見
えてきた。

これは保健分野においても同様である。従来の保健
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２　学　級　　１年Ｃ組　（１年Ｃ組教室）
３　題材名　　心ってなんだろう　－自分の経験と心の働きから心の発達について考える－

４　本題材で願う学び
心とは何かを問い直しながら、心の働きについて考えたり、自らの心の変化を経験や科学的根拠をもとに語り合っ

たりすることを通して、「心が発達するとはどういうことなのか」を追求し、心に対しての見方が増え、自分の成長
に対して新たな可能性を見いだす。 （学習指導要領との関連：⑵心身の機能の発達と心の健康　アイ　イ）

５　題材観
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図１　ハンドボール投げの授業
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の授業では、教科書の内容を教え込んだり、改善策や
対処方法を考えたりするなど、健康的な生活を送るた
めに必要なことを知識として詰め込んでいく知識伝達
型の授業になりがちであった。保健分野でも体育分野
と同様に、題材に向き合った際の子どもの素朴な疑問
に対して、「なぜなのか。どういうことなのか」と問い
直す授業を重ねていきたい。それにより、子どもたち
は、目で見ることはできない心についても、「こういう
ことなのかもしれない」と自分なりに答えを導き出し
ていくだろう。与えられる学びではなく、自ら求めて
いく学びの実現をめざして、子どもたちと保健の授業
をつくっていきたい。

⑵　心の発達について考えること
一般的に心は、脳の働きであるという見方がされて

いる。しかし、そのような見方は、脳科学の立場から
のとらえ方であり、心理学や哲学、宗教学など立場が
変われば心のとらえ方は多様である。本題材は、心の
存在を明らかにするものでなく、体の成長と同様に心
も発達していることに意識を向け、考えていくことに
価値があるととらえている。

①中学校１年生で心の発達について考える価値
中学校１年生の時期に心の発達について考えること

は、発達段階から見て価値のあることだととらえてい
る。なぜなら、この時期は自己形成が始まり、小学校
の頃よりも周囲からの目が気になったり、他人と自分
を比較したりすることで、心の変化が起こりやすい。
そのような心の変化に気がつくためには、自分や他者
の心と向き合っていく必要がある。建前ではなく、素
直な思いで自身の経験などを語り合うことは、子ども
たちが心と向き合っていくきっかけになると考えてい
る。本題材を通して、子どもたちは心の働きや心の変
化などにふれながら、心の発達についての見方やとら
え方を広げていくだろう。心の発達について考えるこ
とで、自分の心と向き合うことができるようになるだ
ろう。それは、自分を客観的にとらえる視点が増える
ことになる。子どもたちが今後、成長するにつれて他
者と比較して落ち込んだり、複雑になる人間関係に悩
んだりしたときに、自分の心と向き合い乗り越えよう
とすることを期待する。

②自らの経験を語ることの価値
心という誰にとっても身近なものについて、子ども

たちが自らの経験で語りながら学ぶことには価値があ
る。これまでの経験がもとになり、自分の心がどのよ
うに働き、変化してきたかについて自分ごととして見

つめることを可能にするだろう。また、語り合いなど
の共有や仲間の経験との比較がしやすいため、目に見
えない心のイメージが具体的になっていくのではない
だろうか。同じ経験をしたとしても、人によってその
とらえ方や感じ方が異なることもあり、多様なとらえ
方や感じ方にも気づいていくことができる。あるいは、

「こう感じているのは自分だけなのでは」と不安に思っ
ている子が、同じ感情を抱く仲間の存在を知り、安心
することもあるかもしれない。さらには、語り合うた
めに自分の経験を掘り下げていく過程で、過去と現在
の自分の変化について、客観的にとらえ直す子どもも
出てくるのではないだろうか。

心の発達を自分ごととしてとらえて語り合った子ど
もたちからは、「前は妹とよくけんかしていたのに、な
ぜ最近はイライラしなくなったのだろう」「どうして思
春期には親に反抗的になってしまうのだろう」と心の
働きについての素朴な疑問が生まれてくるだろう。そ
のような素朴な疑問を問いとし、共有することで、子
どもたちは、共感したり、自分にはなかった視点に気
がついたりしながら「自分ならこのような経験から心
の発達について考えてみよう」というように、自分な
りの追求テーマを抱くことになるだろう。

⑶　本題材で願う子どもの姿
本題材を通して、子どもたちは心や体と向き合う中

で、自分の変化に目がいくようになるだろう。そして、
自分の変化について、自らの経験や科学的根拠をもと
に、自分に問い返すことで、実感を伴った学びを進め
ることができると考える。子どもたちにとって、実感
を伴った学びを進めていくことは、これまで抽象的な
ものとしてとらえていた心を、自分ごととしてとらえ
ていくことになるだろう。それは、心の発達に対して
の見方や考え方が増えることにつながり、今まで気が
つかなかったことに気がつくことができる視点を得る
ことにもなる。

新たな視点を得た子どもたちは、さらなる追求に向
かっていくだろう。そして、心も体と同様に、変わっ
ていくものであることに気がつくだろう。体の成長は
いずれ止まる時が来るが、心は発達させ続けることが
できる。よりよい体の成長には睡眠や栄養バランス、
適度な運動などが必要である。心も体と同じように、
考え方や物事のとらえ方、人とのかかわりなど自分次
第で、よりよく発達させられるものであると前向きに
受け止めていくことを願っている。そのようなに受け
止めた子どもたちは、教師から「どうすればよりよく
なるか考えよう」「重要な語句だから覚えよう」と言わ
れるのを待つのではなく、自分の興味の枠をどんどん
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広げ、新たな疑問や気づきから、自ら問いを生み出し、
さらに深く追求していこうとするだろう。さらに、日々
の生活においても自分の心の発達を振り返ることで、

自分の成長に対して新たな可能性を見いだすことを期
待している。

本題材で願う子どもたちの姿を生み出すためには、
子どもたちが自分や仲間の経験をもとに自分の心と向
き合いながら、心の働きの変化や心の発達について、
素朴な疑問や気づきをきっかけに追求していくことが
欠かせない。

そのため、題材の導入では、「自分が成長したと思う
ことはどのようなことか」と問いかける。子どもたち
は、成長したところを探す中で、自分の身体の変化と
心の変化に目を向けていくだろう。身体の変化は見え
やすいが、心の変化について考える際に、子どもたち
は自分の意識を、自分の内側に向けていくだろう。そ
こで、「心とは何だろう」と問いかけていく。子どもた
ちからは「心とは見えないものだけど、自分の中にあ
るものだ」「脳の働きの一部として心の働きがあると思
う」「感情などの気持ちのことではないか」「目には見え
ないけれどみんながもっている」「形はないけれど、壊
れたり傷ついたりする」「心は心臓ではなく、脳にある
と思う」など様々な意見が出るだろう。子どもたちの
意見を聞き、授業者は心の働きについて考えていくこ
とを提案する。「結局、心って何なんだろう」「心を考え
るって意外と難しいな」「心についてもっと知りたい」
という気づきや疑問を抱いた子どもたちは、心の働き
について実感をもって理解することができたら、「心の
働きから考えると心が見えてくるかも」「同じ出来事で
も心の働きが違うんだな」「なぜ、年齢によって心の働
きが変化するのかな」というような気づきや疑問を抱
くだろう。そのためにも、「⑵自分の経験と心の働きか
ら自分を見つめる」では、自分の経験をもとに心の働
きと向き合うことを大切にしたい。出来事に対して、
自分がどう反応したのかを振り返り、心がどう感じ・
考え・行動しているのかという情意機能・知的機能・
社会性（３つの心の働き）に照らし合わせながら分類
し分析していく。子どもたちは、「小学校１年生と小学
校６年生では、同じ部分と変わっている部分があるな」

「感じたり考えたりしている内容と行動にギャップがあ

るな」「なぜ、人によって感じ方が違うのだろう」など
疑問や気づきが生まれてくるだろう。このように心の
働きが変わってきていることを実感している子どもた
ちに対して、「⑶心の発達において経験はどのような影
響を与えているのか考える」では、経験が心や心の働
きにどのような影響を与えているのかに着目しながら
心の発達について追求していくことを提案する。「自分
が経験によって何を学んだのか」「その経験をしてなぜ
変わることができたのか」などと子どもたちは過去の
経験を思い出しながら分析していく。このように自分
の心の発達に影響を与えたものを考えることを通して、
自分の中にある問いに対しての答えを見いだしていく
だろう。しかし、子どもたちが問いを解決するために
は、自分の経験による主観だけではなく科学的根拠も
必要となる。そこで、心の働きと脳の働きについての
基礎的知識を確認していく。脳の働きやホルモンの分
泌などの体の仕組みにも目を向けることで、心と体の
つながりを知り、心のとらえ方が増えるだろう。心の
働きや心の発達について考えるときに、子どもたちが
道徳的、哲学的な視点で考えを進めていくことも予想
される。その場合は、体の変化とホルモンの働きなど
の科学的根拠をよりどころにした保健体育科の視点を
大切にしていきたい。子どもたちの経験と科学的根拠
がつながったとき、子どもたちにとって、心の発達が
覚えるべき語句ではなく、納得や実感を伴った生きた
知識となるだろう。「⑷心の発達について語り合う」で
は、題材を通して、追求したことを全体で語り合う。
子どもたちはこれまでの学習内容を整理しながら、心
の発達を軸に、「自分の成長にとって必要な経験を積み
重ねていくことで心は成長させることができる」「心を
成長させるためには、経験したことを受け止めること
が必要なんだ」など自分なりの考えを話す姿を期待す
る。そのように語る中で、自分や仲間の成長に対して
の可能性に気がつくことを願っている。

６　題材構想（全７時間）

⑴　自分の成長したことに意識を向けて、心について考える（１時間）
⑵　自分の経験と心の働きから自分を見つめる（２時間）
⑶　心の発達において経験はどのような影響を与えているのか考える（３時間）
⑷　心の発達について語り合う（１時間）

７　題材構想にあたって
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題材構想図

◦自分の成長したところに意識を向けて、心について考える（１時間）
子どもたちに、「自分の成長したところってどんなところ」と問いかける。子どもたちは、目に見える成長や目

に見えない自身の内面の成長などの視点からとらえた自分の成長について語っていくだろう。
　
　・�体が大きくなった
　・�○○や△△ができるようになった
　・�難しい問題でも諦めないで取り組めるようになった
　・�周りのことを考えて協力できるようになった
　・�心が成長した

授業者は、子どもたちが語った成長したところを「体の成長」と「心の成長」に分けて板書する。そして、「心
とはなんだろう」と問いかける。すると、子どもたちは、心について思っていることや考えていることなどを自
由に語っていく。幅が広い問いであるため、心の存在や概念についての意見も出ると予想される。そこで、心の
働きに着目して、考えていくことを提案する。

◦自分の経験と心の働きから自分を見つめる（２時間）
心の働きには、どのようなものがあるのか問いかける。授業者は、子どもが自分の経験から心の働きに向き合

うことができるように以下のような学習シートを配付する。
学習シートに記入した内容を「情意機能（感じる）」「知的機能（考える）」「社会性（行為）」の３つの働きに照

らし合わせながら分類をする。
子どもたちは、出来事に対しての自分の反応を振り返ることで、自身の経験と心の働きを合わせながら心の働

きの変化や成長に気がついていくだろう。

◦社会性
小学校６年生になると、自分の感情とは

違う行動がとれるようになっている。感情
と反応にギャップがあるのはなぜ？

◦知的機能
考え方が「やられたらやり返す」から、

「言葉で伝える」になっている。考えたり、
判断したりする力がついたのかも

◦情意機能
イラッとする感情は成長しても、あまり

変化がないのかもしれない。でも、我慢で
きるのは成長している⁉

気づきや疑問
心の働きって変わるんだな。これは成長

しているってことなのかな⁉
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◦心の発達において経験はどのような影響を与えているのか考える（３時間）
心の働きが変わるのはなぜだろうと問いかける。子どもたちからは「いろいろなことを学ぶからではないのか」

「経験すると心が成長すると聞いたことがある」といった意見が出てくるだろう。
授業者は、「心が経験によって成長するとしたら、なぜ経験によって成長することができるのか」「その経験に

よってどのような影響を受けているのか」と問いかける。どのような経験をしてきたのかを見つめる時間を設け、
学習シートを配付し、全体で共有をする。子どもたちは以下のように経験と心の発達の関係について考えるだろ
う。

◦心の発達について語り合う（１時間）
これまでの学習を通して、子どもたち

が感じたことを語り合う。
子どもたちは、「心とは何か」に立ち返

りながら心についてのとらえ方を増やす
ことができるだろう。

自らの経験 科学的根拠
ちょっとしたことでイライラ
することが多くなってきたな。
親に対して、いつも反抗して
しまう。
異性や初対面の人と上手にか
かわることができなくなって
いるな。

・ 思春期は、ホルモンのバラ
ンスにより感情が不安定に
なる。

・ 自己形成の時期は、自立心
などから反抗する感情が出
やすい。

いろいろな経験をすると心も成長
できるのかもしれない

経験によっていろいろなことを学
んで来たんだな

学んだことや得たことは心の働き
とつながっているみたい

どんな経験をすると心の成長に
とっていいのかな

痛い思いをすると相手のことを考
えられるのかもしれない

一つの経験で、多くの働きが関係
しているみたいだ

経験すればいいのではなく、経験
を振り返ることが重要なのかもし
れないな

マイナスな経験でも、それをどう
とらえるかで得るものは違ってく
るかもしれない

どのようにとらえるかで学べる内
容や成長する心の働きが変わって
くるのかもしれない
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